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今
日
は
暦
の
上
で
は「
霜
降
」秋
が
終
わ
り
を
告
げ
、霜
が

降
り
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
忘
年
会
の
季
節
に

向
か
っ
て
何
か
と
お
酒
を
頂
く
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

お
酒
の
席
の
締
め
に
は
手
締
め
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
今
日

は
手
締
め
に
つ
い
て
少
々
お
話
を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

手
締
め
の「
意
味
」で
す
が
、
手
締
め
に
は
、
座
を
ま
と
め

る
と
い
う
意
味
と
、
い
ろ
い
ろ
の
行
事
が
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く

無
事
終
了
し
た
こ
と
の
締
め
括
り
と
し
て
行
わ
れ
る
の
が

一
般
的
で
す
。
ま
た
、
手
締
め
の
前
の
掛
け
声
で
す
が
、「
い

よ
ぉ
ー
っ
」と
い
う
か
け
声
は「
祝
お
う
」が
転
じ
た
も
の
と

さ
れ
て
お
り
、手
締
め
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。ま
た
、声
を
掛

け
る
こ
と
で
、
全
員
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
取
る
役
割
も
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
江
戸
前
の
代
表
的
な
締
め
方
を
お
さ
ら
い
す
る

こ
と
に
致
し
ま
し
ょ
う
。「
一
本
締
め
」
と
い
う
と
、「
い

よ
ぉ
ー
っ
、ぱ
ん
！
」と
一
回
手
を
打
っ
て
締
め
る
光
景
が
よ

く
見
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
正
し
く
は
一
丁
締
め
と

い
い
ま
す
。江
戸
前
の
一
本
締
め
は
、三・
三・
三・
一
と
手
を

打
つ
の
が
正
し
い
や
り
方
で
す
。
三
回
の
拍
手
を
三
回
繰
り

返
す
と
九
回
。「
九
」と
い
う
字
に
一
つ
点
を
打
つ
と「
丸
」と

い
う
字
に
な
り
ま
す
。
最
後
の
一
回
の
拍
手
は
、
こ
の「
九
」

に
点
を
打
っ
て
丸
く
お
さ
め
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
意
味
が
あ

る
そ
う
で
す
。
ど
う
い
う
場
面
で
行
わ
れ
る
か
と
言
い
ま
す

と
、神
社
の
お
祭
り
で
神
輿
担
ぎ
が
行
わ
れ
る
と
き
に
、神
輿

の
宮
出
し
と
宮
入
り
の
際
に
一
本
締
め
を
行
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
会
合
や
宴
会
の
締
め
で
も
、
一
本
締
め
は
よ
く
行
わ
れ

ま
す
。く
れ
ぐ
れ
も
、一
丁
締
め
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
、皆

さ
ん
は
正
し
い
一
本
締
め
の
や
り
方
を
ご
承
知
置
き
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。ち
な
み
に
一
丁
締
め
は
、三
本
締
め
や
一
本

締
め
を
す
る
ほ
ど
大
袈
裟
で
な
い
会
の
と
き
や
、
居
酒
屋
な

ど
で
周
囲
の
客
に
迷
惑
を
掛
け
た
く
な
い
と
き
な
ど
に
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。現
在
、一
丁
締
め
が
全
国
に
流
行
し
て

い
る
の
は
、
プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
の
打
ち
上
げ
で
や
っ
て

い
る
か
ら
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

次
に「
三
本
締
め
」で
す
が
、一
本
締
め
を
三
回
繰
り
返
す

の
が
三
本
締
め
で
す
。
三
本
締
め
の
音
頭
の
取
り
方
に
つ
い

て
は
、
江
戸
時
代
の
鳶
の
親
方
の
セ
リ
フ
が
よ
く
引
用
さ
れ

ま
す
が
、「
本
日
の
当
事
者
に
一
本
、本
日
ご
来
場
の
お
客
様

に
一
本
、そ
れ
か
ら
こ
こ
の
お
店
に
一
本
」と
講
釈
を
述
べ
て

「
そ
れ
で
は
ご
一
同
様
、お
手
を
拝
借
」と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、参
加
者
全
員
が
納
得
し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、「
一
つ
目
上
が
り
」は
、
最
初
は
人
差
し
指
だ

け
、次
は
人
差
し
指
と
中
指
と
い
う
よ
う
に
、指
を
一
つ
ず
つ

増
や
し
て
い
く
締
め
方
で
す
。手
の
打
ち
方
は
、一
本
締
め
と

同
じ
で
す
。
こ
れ
を
五
回
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
少

し
ず
つ
音
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
面
白
い
と
こ
ろ

で
す
。ま
た
、「
吉
原
締
め
」は
、一
本
締
め
の
後
に
、加
え
て

七
回
手
を
打
ち
ま
す
。変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、大
阪
で
は「
大

阪
締
め
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
打
〜
ち
ま
し
ょ
、
パ

ン
パ
ン
。も
一
ツ
せ
、パ
ン
パ
ン
。い
お
う
て
三
度
。パ
パ
ン
、

パ
ン
。」と
い
う
も
の
で
す
。い
ま
で
は
商
売
人
の
中
で
残
っ

て
い
る
程
度
で
、大
阪
の
舞
台
関
係
で
も
近
年
、江
戸
の
打
ち

方
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、落
語
の
桂
米
朝
師
匠
な
ど
が「
そ

れ
で
は
あ
か
ん
」と
い
う
こ
と
で
、大
阪
締
め
を
復
活
さ
せ
た

と
い
い
ま
す
。
お
ま
け
に
、「
指
締
め
」と
い
う
の
も
あ
り
ま

す
。歌
舞
伎
の
演
目
の
中
で
、ひ
と
仕
事（
悪
事
）が
成
功
し

た
と
き
に
、片
手
の「
親
指
と
人
差
し
指
」を
打
ち
合
わ
せ
て
、

「
よ
よ
よ
い
、
よ
よ
よ
い
、
よ
よ
よ
い
よ
い
」と
小
声
で
こ
っ

そ
り
と
一
本
締
め
を
す
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
本
締

め
、こ
っ
そ
り
と
静
か
に
締
め
た
い
と
き
に
、ど
う
ぞ
お
試
し

く
だ
さ
い
。
こ
れ
な
ら
ば
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
で
や
っ
て
も
問

題
な
い
で
し
ょ
う
。正
式
な
名
称
は
な
い
よ
う
な
の
で
、「
指

締
め
」と
で
も
呼
び
ま
し
ょ
う
。こ
れ
ら
は
、普
段
は
な
か
な

か
お
目
に
か
か
ら
な
い
、珍
し
い
締
め
方
で
す
。日
本
の
文
化

が
豊
か
な
証
拠
で
す
ね
。

　

で
は
、
手
締
め
の
音
頭
は
誰
が
取
る
の
が
正
し
い
の
で

し
ょ
う
か
。
手
締
め
の
音
頭
は
、
そ
の
集
ま
り
の
主
催
者
が

取
り
ま
す
。
つ
ま
り
采
配
を
振
っ
て
滞
り
な
く
行
事
を
終
了

さ
せ
た
リ
ー
ダ
ー
が
、「
本
日
も
無
事
お
さ
ま
り
ま
し
た
」と
、

協
力
者
へ
感
謝
と
お
礼
の
気
持
ち
を
込
め
て
行
う
の
が
本
来

の
姿
で
す
。で
す
か
ら「
最
後
の
締
め
を
、来
賓
の
○
○
様
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
」と
い
う
の
は
、手
締
め
の
意
味
か
ら
は

ず
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

手
締
め
は
何
の
た
め
に
？

　

商
談
の
成
立
の
と
き
に
手
を
打
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。現
在
で
も
、交
渉
事
の
と
き「
こ
の
辺
で
手
を
打

ち
ま
し
ょ
う
」な
ど
と
言
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が「
手
を
打

つ
」と
は「
妥
結
」「
決
着
」「
成
立
」「
成
就
」「
和
解
」の
証
明

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
儀
式
を「
手
打
ち
式
」と
い

い
ま
し
た
。し
た
が
っ
て
、歌
舞
伎
な
ど
の
最
初
の
稽
古
で
役

者
が
顔
を
揃
え
る「
顔
寄
せ
」も
、劇
場
の
オ
ー
ナ
ー
と
役
者・

ス
タ
ッ
フ
と
の
上
演
契
約
の
儀
式
な
の
で
す
。

手
締
め
は
い
つ
、ど
こ
で
？

　

東
京
証
券
取
引
所
の
年
末
の「
大
納
会
」、
年
始
の「
大
発

会
」で
は
、
三
本
締
め
を
行
っ
て
い
ま
す
し
、
大
相
撲
で
は
、

千
秋
楽
の
表
彰
式
の
後
に
手
打
ち
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
次
の

場
所
か
ら
序
の
口
に
登
場
す
る
若
手
力
士
が
土
俵
の
上
で
輪

に
な
っ
て
、
呼
び
出
し
の
音
頭
で
三
本
締
め
を
し
ま
す
。
ま

た
、
各
地
の
神
社
の
境
内
で
開
か
れ
る
酉
の
市
で
は
、
あ
ち

こ
ち
か
ら
威
勢
の
良
い
手
締
め
が
聞
え
て
き
ま
す
。
縁
起
物

の
熊
手
の
売
買
が
成
立
す
る
と
店
員
と
客
が
手
締
め
を
す
る

の
で
す
。こ
の
他
、市
場
の
初
荷
、初
取
引
、歌
舞
伎
や
落
語

界
の
襲
名
披
露
な
ど
の
場
で
手
締
め
が
行
わ
れ
ま
す
。
威
勢

よ
く
手
を
打
っ
て「
快
く
次
へ
進
も
う
」と
い
う
の
が
手
締
め

の
心
。こ
の
清
ら
か
な
響
き
、手
締
め
の
後
の
清
々
し
い
気
持

ち
、こ
れ
が
日
本
人
に
は
堪
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

手
締
め
の
起
源
は
？

　

神
社
に
お
け
る「
拍か
し
わ
で手
」と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、拍
手

の
起
源
に
は
幾
つ
か
の
説
が
あ
り
ま
す
。天
照
大
神
か
ら
出
雲

の
国
を
譲
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
大
国
主
命
は
、そ
の
こ
と
を
長

男
の
事
大
主
神
に
伝
え
る
と
、
拍
手
を
打
っ
て
承
知
し
た
と

古
事
記「
国
譲
り
の
神
話
」の
な
か
に
記
し
て
あ
り
ま
す
。ま

た
、魏
志
倭
人
伝
に
は
、倭
人（
日
本
人
）は
身
分
の
高
い
人
に

対
し
て
手
を
打
ち
、跪
い
て
拝
礼
を
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
お

り
、当
時
は
神
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、人
に
対
し
て
も
拍
手

を
打
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。ま
た
古
代
人
は
相
手
に

対
し
て
、手
に
武
器
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
拍

手
を
打
っ
て
、敬
意
を
あ
ら
わ
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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　この度、先々月8月に、この歴史と伝統ある

福島ロータリークラブに入会させて頂きまし

た、株式会社アビリティ、佐藤朋幸です。本日

は、新入会員スピーチという、ありがたくも諸

先輩方を前に甚だ緊張する機会を頂戴いたし

まして、誠にありがとうございます。

　まずは、あらためましてご挨拶を兼ねまして、自己紹介から始

めさせて頂きたく思います。私は、昭和42年5月福島市生まれ

の47歳で、現在、家族は妻と3人の子どもの5人で、森合に住

んでおります。小学校時代は福島リトルリーグの第1期生とな

り、中学校までは、野球少年でした。この度、福島ロータリーク

ラブへ入会のご推薦を下さった菅野晴隆さんは、この福島リトル

リーグ時代の先輩であり、小学校時代から続く地元でのご縁とな

ります。そのご縁を、今回、またこのような福島を代表する名士

の方々が集う福島ロータリークラブというご縁に繋げて頂きま

して、大きな時間の流れで人生を感じるとともに、大変ありがた

いなあと、感謝しきれないほどです。

　高校は、福島県立福島高校に進学し、中学までで自分の野球の

能力に限界を感じていた私（この考え方が、そもそもなっていな

かったのですが）は、「勉強の合間に、楽しめれば…」くらいの軽

い気持ちで、部活としてテニスを始めました。この軽い決断が、

結果、人生の方向性を大きく変えることになりました。その軽

い気持ちで始めたテニスですが、個人スポーツであるテニスは、

野球と違って個人の勝ち負けもはっきり出てしまいます。そう

やって、試合に出て勝ち負けがつくたび、次第にテニスにのめり

込むようになり、やがては、勉強はどっかに行ってしまい、頭の

ことはテニスだけ、テニス漬けとなってしまいます。その甲斐も

あってか、素人から始めたテニスですが、夢にも思えなかった全

国インターハイ出場が、夢には思えるくらいにはなり、やがて3

年生の頃には「みんなと、団体戦で、全国インターハイに出よう」

というのが目標になりました。そうして臨んだ県のインターハ

イ予選ですが、当時県内連勝中でその年も優勝した原町高校に、

準決勝で敗れ、高校テニスが終わりました。自分たちが思うに惜

敗だっただけに、「もっとできたはず…」という消化不良感が残っ

たまま、受験勉強へと入っていくこととなります。受験勉強とい

うのは、当然ながら、目標を決めなければなりません。この目標

となる大学なり学部・学科を決めるのに、テニスばっかりやって

きたため、悩んでしまいました。「大学って、当然ながら学問をす

るところだよな」と。そして、テニスばっかりやってきた自分が

やりたい学問って何だろうと考えたときに、浅はかすぎてお恥ず

かしいレベルなのですが、「そうだ、俺の一番興味を持って、勉強

したいのは、どうやったらテニスが強くなるかだ」、「しかも、高

校の先生になれば、自分の果たせなかった全国インターハイ出場

の夢を、毎年、生徒と熱くなって追える!」ということで、教育学

部の体育科を目指すことに。

　実は、大学進学を決める高校3年になるときに両親が離婚しま

して、経済的な負担は母親にはお願いできないと、絶対、現役で、

且つ国公立に合格しなければとならず、しかし、すっかり勉強は

そっちにやってしまっていたため、諸々の妥協の産物として選

び、進学したのが、福島大学教育学部の特別教科保健体育でした。

　「自分は、テニスが強くなる勉強をするために大学に入ったの

だ。」と自分の大学生活は、高校時代に果たせなかった全国大会

の舞台に立ちたいと、言うまでもなく更にテニスに没頭というも

新会員スピーチ
株式会社アビリティ 代表取締役　佐藤 朋幸 会員

のでした。しかし、当時の福島大学のテニス部は、全国はおろか、

東北学生も勝ち抜く選手がいない状態で、どうやってどのくらい

のレベルに達すれば、全日本学生選手権に出られる選手になれる

のか、全く道筋のない状態でした。そうしたなか、やっていたこ

とは、ひたすら熱心に授業も出ないで、朝から夜までコートに出

て練習することでした。しかし、大学入学から3年生の冬になる

まで、大きな問題を抱えて試合では全く言っていいほど勝てない

挫折の連続でした。その問題とは、練習で身に付けた力が、大事

な試合で発揮できない、というやっかいな心の問題、目に見えず

正体の掴めないメンタルの問題でした。

　が、運命とは面白いもので、妥協の産物で入学した、テニスも

弱小の福島大学に、たまたまメンタルトレーニングの実践的な研

究で著名な白石豊先生がいらっしゃったのです。その白石先生の

研究室の門を叩き、それまでの自分は、まず試合に臨む考え方か

らしてできていなかったということがわかり、愕然としました。

　白石先生の元で学んだ卒業論文は、「メンタルマネジメントの

実践的研究　～セルフイメージの拡大を中心として～」という

テーマです。この、「セルフイメージ」とは、「自分はこれこれがで

きる。」「自分は、これこれが、できない…」、「自分はこういう人間

だ」という、人が心の深層で持っている自己像のことです。もっ

と平たく言えば、良くも悪くも「自分らしさ」ということになり

ます。そして、人の実行行動とそれに伴う成果は、この「セルフイ

メージ」の大きさに比例する、というのが、メンタルマネジメン

トの考え方です。つまり、勝者になりたければ、望むような勝者

となり得る「セルフイメージ」を身に付けていなければならない

という訳です。試合になると力を発揮できない当時の私は、この

セルフイメージが、決定的にまずいまま、努力し続けていたので

す。だから、いくら練習しても、強くなれなかったのです。

　白石先生に学び、私のテニスに劇的な変化が生まれ、神戸で開

催された全日本学生テニス選手権に出場し、高校時代からの念願

を果たすことが出来たのです。そしてこの体験が、色濃く今の仕

事を通じて実現したいことに繋がっていくこととなります。

　大学を選ぶ際に、もともと、わたしのやりたかったことは、「部

活の先生」であって、教師・教員になりたいと夢を描いての教育

学部でなかったため、就職を控えた大学4年をむかえたとき、た

いへん悩んだというか困りました。教員になりたいと熱心に勉

強している回りの友人との温度差を痛感し、まず教員になるのを

躊躇い、就職活動をして一般企業への道を模索しました。私の就

職活動の時代は、バブルの絶頂期、就職するまでは、学生様々で

扱われますので、内定も簡単に大手企業から複数もらいました。

にもかかわらず、当時の私は、またへんな理想論ばかり持ってい

ました。「日本全国の業界・企業を研究し、その中から真剣に選

び、考え、決めた就職先でもないのに、一生を左右する大きな決

断を、こんなあっさりと決めてしまっていいのか」と。決断する

のが、怖いということを始めて経験しました。

　結局、私は、内定をすべて辞退するという行動に出て、まだ自

分はテニスをやりきっていないと、自分の可能性を追求したいと

いう思いから、練習環境を得るためにテニスコーチをしながら、

社会人のトーナメントに出る生活を始めました。

　その後、紆余曲折ございましたが、今から14年前の平成12

年、当時、プロの家庭教師として、県内を飛び回る生活をしてい

たところ、清明町にある実家のマンションの上の階に住むお母さ

んに、中3になる女の子仲良し3人組をまとめて見てもらえない

かと声をかけてもらったのが、塾の始まりです。

　5.5畳のマンション1室、看板も出さずに、おそらくは「日本

一、狭い塾」と、日本一からのスタートだったと思います。その後、
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ありがたいことに、生徒さん達が少しずつ増え、手狭になりつつ

あったところで、渡利のテナントに移転して、やっと本格的に塾

らしいことが始まりました。社員を雇い入れるために、株式会社

化し、事業としての塾経営という方向性に舵を切り出したのが、

平成19年ですので、今から7年前となります。その後、平成21

年には、幼児から小学生までのお子さんを対象とする初等部専門

教室を新浜町にオープンし、震災後の平成25年の春には、仙台

の文教地区である北仙台駅前に、同じく初等部専門教室を開校し

ました。更に、この春には、渡利から福島駅前に中学部・高校部

の教室を移転・拡大して、現在では、3教場、幼児は4歳のお子さ

んから、上は高3の大学受験生まで、約450名のお子さんが、幼

小中高一貫した教育カリキュラムにて学んでくれています。

　このような塾の歩みですが、今でも、創業間もない頃の生徒が

帰省して顔を出してくれ、「先生の塾も、大きくなりましたよね。」

「先生も、頑張ってますね。」などと言ってくれたりします。それ

もそのはず、後ろを振り返らずに、ひたすら前を見て14年、塾

の坪数で言えば、約50倍に拡がっておりますから、ありがたい

ことだと振り返ることができます。

　さて、昨今の、大学入試結果を見ますと、期待を込めて県内高

校の共学化が図られたにも関わらず、年を経る毎に、福島の子た

ちは苦戦を強いられ、特に難関大と言われる、東大・京大を始め

とする旧帝大、国公立大医学部を始め、早稲田・慶応等の難関私

大受験においても、年々合格者数が先細っている傾向が止まりま

せん。

　福島の子たちと中央との学力差が拡がることはあっても縮ま

ることがないことは、深刻なことと捉えており、且つそのことが

社会の問題として大きく叫ばれることがないことに、危機感を抱

いております。

　そうはいっても、私どもは塾ですので、当然ながらそういった

現状を批評している立場ではありません。当塾では、福島の子た

ちの「やれば、できる」力を、証明していこうじゃないかと、しか

し、そのためには、各年代ごとのやるべき学習を、適切な時期に

行ってもらえるよう、初等部・中学部・高校部というカテゴリー

で学習してもらっています。

　その取り組みの手応えも少しずつですが感じられるように

なってきており、例えば、現在、民間で全国的に行われる最大規

模の「全国統一小学生テスト」において、各学年とも、県内トッ

プ10のほとんどをうちの塾生が占めるというほどになってくれ

ています。この子達が、中学校・高校へとあがっていくころには、

かつてない全国の大学への人材輩出実績という点で、本当に福島

の時代を少なからず動かしていけるのではないかと、自信と手応

えを感じながら、日々を子どもたちと熱く過ごしています。

　また、中学部に在籍する子たちの合格実績も、塾生の約半分が

福島高校、そして他の子たちもほとんどが、橘高校、東高校へ進

学、となっています。高校部でも、内部からの持ち上がりがほと

んどのため、各学年の人数は少ない中、2年連続、県立医大医学

部合格者を出したり、昨年は、聖母高生がICU、橘高生が上智大

に合格し、今年は東大にチャレンジする子が2名と実績が確実に

上がりつつあります。

　このようにして、塾ですので、一人一人の成績向上、進路実現

のために、第一義的に力を尽くしています。しかしながら、私が

塾を通して一番やりたいことは、私の高校時代から大学時代のテ

ニスを通じて感じてきたことです。「自分は、正しい意識を持っ

て取り組めば、可能性を発揮できる存在なのだ」、つまりは、「や

れば、できる」という信念を、勉強を切り口として一人一人のお

子さんに育んでいきたいということです。「セルフイメージ」を、

大きく描いてほしいということです。大学時代に白石先生から、

まず教わったことは、「『どうせ～だから…』と言う言葉を使う

な。」です。でも、つい子どもたちは、「どうせ…」と言ってしまい

がち、考えてしまいがちです。実は、私は、学校の成績をあげる

こと、順番を上げること、合格することは、そんなに難しいこと

ではないと考えています。まず、何より大事なのは、「君は、でき

る。」とポンと背中をたたいてやることだと思います。逆に言え

ば、その子の持っている発想を大きく変えることなく、ただ勉強

だけやっていても、なかなか伸びません。そうしていくうちに、

「自分は、やってもなかなか成果にむすびつけることができない

…」という悪いセルフイメージを強化することにも繋がってし

まったりするから、厄介です。

　だから、塾を通してやりたいのも、そういったことなのです。

そのような思いを共有したスタッフ達といっしょになって、福島

の子たちに、「やればできる」という思いを勉強を通して、勉強が

出来るようになる過程を通して、信念として持ってもらい、その

後の人生を羽ばたいて言ってくれたら、との思いを持ちながら、

日々の学習指導という仕事に向かっています。

　先ほどもお話ししましたが、塾を始めるきっかけとなった3人

の女の子たち、その時のお母さんの一人が、「弟もいますので、今

度、中学校になったからお願いしますね」といってくれていて、

入塾してきてくれたのが、矢萩君という男の子です。その矢萩君

は、中学校の頃から、「世界を駆け巡る海洋学者になる」という夢

を抱いていました。福島高校に進んだ矢萩君は、北海道大学を経

て、現在、東大大学院博士課程で学び、地球海洋環境学分野にて

深海生物の研究を行っています。修士時代には、世界から選抜さ

れた海洋研究者が深海6500に乗り込んでカリブ海深海を研究・

探索するチームに、日本人学生として唯一人選ばれ、参加すると

いう機会を得ました。そして、彼が書いた修士論文は、日本地球

惑星連合大会にて、学生優秀賞に輝きました。博士課程を修了後

は、さらにイギリスの大学の深海研究の世界的権威と言われる教

授の下へ留学の準備を進めています。このように、私が白石先生

から教わったことを彼に伝え、彼はその目標達成の技術を今でも

実践しながら確実に中学校時代に描いた夢に向かって、ステップ

アップしていることを、節目節目で報告してくれます。

　アビリティという塾にとって、まさに矢萩君のような、日本全

国、そして世界へ羽ばたく意志を持った若者の成長に関われたら

…それが、夢であり、目標であります。また、彼がイギリスに渡っ

たら、彼にチケットをとってもらい、ウィンブルドンを観戦して

満喫するというのが、私の密かな楽しみであります。

　こうやって、自己紹介を兼ねて、私の歩みをお話しさせて頂い

て参りましたが、小学校時代のリトルリーグでの晴隆さんとのご

縁、軽い気持ちで始めたテニスが大学の学部まで影響し、妥協の

産物で進学した福島大学での白石先生との出逢い、そして、「日本

一狭い塾」からスタートして、その間、青年会議所にも入会させ

て頂いたことがきっかけで、テナントのオーナーさんとなる知人

や教室をデザインして下さる知人の業者さん、設備工事をして下

さるこれまた知人の業者さん、看板を工事して下さるまたまた知

人の業者さんなどと出会い、お世話になりながら、何とか事業も

拡大しつつあり、そしてこの度、福島ロータリークラブへの入会

という機会を頂戴し、本日、こうして皆様の前でお話しさせて頂

いていることは、自分を超えた、運命ともいうべき大きな力が働

いて導かれているのではないか、そう考えずにはいられません。

　先ほどお話ししましたように、私の両親は高校時代に離婚しま

して、その後は母方の籍に入りましたので、私には、父親世代の

大人の背中というものが、ございません。ロータリークラブへの

入会のお話しを頂戴したとき、福島を代表する各業界の先輩方

に触れ、背中を見せて頂ける、これからの私の人生にとって掛け

替えのない時間の一つとなっていくこと思います。今後とも何

卒よろしくお願い申し上げますと、ご挨拶を込めまして、私のス

ピーチを終わりとさせて頂きます。本日は、ご静聴、誠にありが

とうございました。



4

ニコニコBOX報告　　〈報告〉 今井理基夫 委員 本日のニコニコBOX投入額　34件¥68,000 累計  ¥1,042,000

例会プログラムのご案内

■11月4日（木） 18：30～「辰巳屋」

　11月理事会（19：00より合同懇親会） 　
　＊18：00～指名委員会が開催されます
■11月6日（木） 12：30～「辰巳屋」

　野﨑　潔ガバナー公式訪問
　・9：30 … 会長･幹事会
　・10：30 … クラブ協議会
　　（各委員長、小委員長さんは義務出席になります）
　・12：30 … 通常例会
　＊誕生祝い
■11月13日（木） 12：30～「辰巳屋」

　渡辺健寿地区クラブ奉仕委員長スピーチ
　＊「友」紹介　　＊血圧測定　　＊プログラム案内
■11月20日（木）　理事会承認休会（2回目）
■11月27日（木） 12：30～「辰巳屋」

　･「ロータリー財団月間にちなんで」スピーチ
　　 安藤健次郎R財団委員長

　・新会員スピーチ 江刺家宏樹会員

○
佐
藤 

朋
幸 

会
員

　

本
日
は
、新
会
員
ス
ピ
ー
チ
の
場
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
江
刺
家
宏
樹 

会
員

　

本
日
で
入
会
か
ら
二
ヶ
月
経
ち
ま
し
た
。少

し
ず
つ
で
す
が
、皆
様
の
顔
と
名
前
が
一
致
し

て
き
ま
し
た
。少
し
で
も
早
く
全
員
の
方
々
を

覚
え
た
い
と
思
い
ま
す
。佐
藤
会
員
の
ス
ピ
ー

チ
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

○
渡
邉
広
重 

会
員

　

最
近
時
に
新
聞
を
見
て
い
る
と
、
女
性
、

雇
用
創
出
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
目
立
っ
て

き
ま
し
た
。
福
島
県
で
も
大
き
な
動
き
が
出

て
き
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と
応
援
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
紺
野
晴
郎 

会
員

　

新
事
務
所
の
地
鎮
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

丹
治
宮
司
様
の
祝
詞
に
感
激
し
新
た
な
意
欲

が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。本
日
の
佐
藤
朋
幸
会
員
の
ス
ピ
ー
チ
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

○
幡　

研
一 

会
員

　

ア
ビ
リ
テ
ィ
の
佐
藤
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
を

楽
し
み
に
。我
々
年
寄
り
の
ア
ビ
リ
テ
ィ
も
引

き
出
し
て
下
さ
い
。

○
相
良
元
章 

会
員

　

佐
藤
朋
幸
さ
ん
の
新
会
員
ス
ピ
ー
チ
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

○
そ
の
他
、
佐
藤
武
彦
／
丹
治
正
博
／
坪
井

大
雄
／
志
村
光
昭
／
森 

洋
一
／
増
子 

勉
／
松

浦
敬
裕
／
岩
田
尚
志
／
佐
藤
英
典
／
金
子
與

志
人
／
田
沼
紀
美
子
／
古
俣 

猛
／
藤
井
高
志

／
緒
方
啓
道
／
菅
沼 

裕
／
海
野
卓
哉
／
八
巻

恵
一
／
茂
田
士
郎
／
児
玉
健
夫
／
岡
田
新
也

／
氏
川
守
義
／
浦
部 

博
／
土
屋
敦
雄
／
安
藤

健
次
郎
／
高
橋 

聡
／
菅
野
晴
隆
／
小
林
仁
一

／
中
島
健
至

一
冊
の
本
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
元
さ

い
た
ま
家
庭
裁
判
所
家
事
調
停
委
員
で
あ
る
宗

像
善
樹
氏
の
著
書『
咸
臨
丸
の
絆 

軍
艦
奉
行
木
村
摂
津

守
と
福
澤
諭
吉
』（
海
文
堂
）で
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、

咸
臨
丸
は
、
日
米
修
好
通
商
条
約（
一
八
五
八
年
六
月

締
結
）の
批
准
書
交
換
の
た
め
、
米
国
軍
艦
に
乗
り
米
国
に
赴
く
使
節
団

を
警
護
す
る
た
め
に
幕
府
が
派
遣
し
た
護
衛
艦
で
す
。

　

咸
臨
丸
に
軍
艦
奉
行
と
し
て
乗
船
し
た
木
村
摂
津
守（
旗
本
）と
木
村

に
懇
願
し
木
村
の
従
者
と
し
て
乗
船
を
許
さ
れ
た
福
澤
諭
吉
が
、
困
難
を

極
め
た
往
路
の
航
海
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
大
歓
迎
と
市
内
の
視
察
、

順
調
で
あ
っ
た
復
路
の
航
海
等
を
通
じ
て
厚
い
信
頼
関
係
を
築
き
、
そ
の

固
い
絆
に
基
づ
き
、
帰
国
後
福
澤
を
翻
訳
方
と
し
て
幕
臣
に
推
挙
し
、
幕

府
崩
壊
後
は
維
新
政
府
の
誘
い
を
一
切
断
り
隠
居
し
た
木
村
に
対
し
、
福

澤
が
今
あ
る
自
分
は
木
村
さ
ま
の
お
陰
と
信
じ
、
終
生
物
心
両
面
の
援
助

を
し
て
礼
を
尽
く
し
、
親
交
を
続
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
文
献
や
資
料
に

基
づ
き
、
平
易
な
文
章
で
綴
っ
た
歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。
維
新
前
後

の
歴
史
に
ご
関
心
の
あ
る
方
に
は
お
勧
め
の
一
冊
と
思
わ
れ
ま
す
。

私のひとこと 今井理基夫 会員

　　パンダハウス募金ご報告  （森川英治社会奉仕委員長） 10月23日 8,645円 累計115,138円

開会点鐘 丹治正博 会長

ロータリーソング「それでこそロータリー」
　ソングリーダー 茂田士郎 会員

「四つのテスト」唱和 緒方啓道 会員

お客さま並びに来訪ロータリアン紹介
　●血圧測定

会長挨拶 丹治正博 会長

食　事
幹事報告 坪井大雄 幹事
●福島東RC、10月31日（金）の例会は、18：30
　より峰亀にて夜間例会となりますのでお知ら
せ致します。

各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会
　　プログラム担当 右近八郎 委員長
　　ニコニコBOX担当 岩田尚志 委員
　●広報マルチメディア雑誌小委員会
 佐藤武彦 委員長

◎本日のプログラム
閉会点鐘 丹治正博 会長

例 会 次 第

今月の「友」より 10月号の注目記事　

■横組みP3／RI指定記事／RI会長メッセージ

「ポリオ撲滅活動に輝きを」
■横組みP7～14／特集／職業奉仕月間

「考えよう 語り合おう 実践しよう ～職業奉仕～」
P14…「農業を通じた私の人生」　鹿島西RC 櫨山時美会員

■横組みP17～21／特集／米山月間

「これからの米山記念奨学事業」
■横組みP22～31／RI指定記事／THE ROTARIAN10月号

「サンパウロ ア・ラ・カルト」
■横組みP35～37／心は共に／東日本大震災
地区を超えた支援の広がりを見せる

「ロータリー希望の風奨学金」　
■縦組みP4～8／スピーチ
「渋沢栄一から読み解く21世紀の経営者精神」
一橋大学大学院商学研究科教授　田中一弘

■縦組みP13～17／友愛の広場


